
漢
字
と
そ

の
訓

の
変
遷
に

つ
い
て
の

一
考
察

i

「豈
」
を
例
と
し
て
ー

國

金

海

二

一
般
に

「豈
」
と

い
う
語
は
反
語
表
現
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
用

法
は
と
も
す
る
と
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
江
戸
後
期
の
儒
者
で
あ
り
、
ま
た

『助
字
詳
解
』
『虚
字
詳
解
』

な
ど
の
語
法
書
を
著
し
た
皆
川
淇
園

(
一
七
三
四
-

一
八
〇
七
)
は
、
そ

の
著

『助
字
詳
解
』
(巻
之
三
)
の

「
豈
」
の
項
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

サ
テ
、
此
豈
ノ
字
ヲ
バ
、
初
学
者
多

ク
ハ
何
方
ニ
テ
モ
、
反
語
ニ
ナ
ル
ト
キ

ニ

使

フ
文
字
ノ
如
ク
ニ
思

ヘ
ル

ハ
、
大
ナ
ル
僻
事
ナ
リ
、
史
記
曹
相
国
世
家

二
、

ヲ

ラ
ク

ニ

シ
ト
ス
ル
ヤ

ヲ

恵
帝
恠

相
国
不
・レ
治
レ事
、
以
為

豈

少
レ朕

与
、
ト
イ
ヘ
ル
ハ
、
反
語
ト
イ

フ
気
味
ノ

一
向

二
付
カ
ヌ
処
ナ
リ

こ
の
淇
園
の
引
い
た
文
は

「孝
恵
帝
は
相
国
が
政
事
を
執
ら
な
い
の
を
怪
し
ん

で

『わ
た
し
を
年
少
と
馬
鹿
に
し
て
い
る
の
か
。』
と
思

っ
た
。」
と

い
う
意
で
、

「豈
」
は
反
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
疑
問
ま
た
は
推
量
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
反
語
以
外
の
用
い
方
が
あ
る
こ
と
は

「初
学
者
」
以
外
に
は
当
然

あ
る
べ
き
知
識
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な

い
が

「
ア
ニ
…
…
ム
ヤ
」
と
読
み
な
れ
、

反
語
と
し
て
解
釈
す
る
文
が
ほ
と
ん
ど

の
な
か
で
は
見
落
さ
れ
が
ち
で
あ

っ
た
に

相
違
な
い
℃

で
は

「豈
」
は
漢
籍
に
お
い
て
は
ど

の
よ
う
な
意
味
を
も

つ
語
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
わ
が
国
で
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も

つ
語
と
し
て
理
解

さ
れ
て
き
た
か
を
主
に
江
戸
時
代
の
語
法
書
を
中
心
に
考
察
し
、
ま
た
、
こ
の
語

が
淇
園
の
言
う
ご
と
く
反
語
の
み
で
な
く
、
疑
問

・
推
量
な
ど
の
語
と
し
て
も
用

い
ら
れ
て
い
た

『
日
本
書
紀
』

『万
葉
集
』
な
ど
に
つ
い
て
も
併
せ
考
え
て
み
た

い
と
い
う
の
が
小
論
の
目
的
で
あ
る
。

H

漢
籍
に
お
け
る

「
豈
」

に
つ
い
て

一
、
反
語
と
し
て

oり
臣
以
二
田
単
如
耳
・為

大
過
・也
。
豈
独
田
単
如
耳
為

大
過

哉
。
(戦
国
策
、

秦
)
臣
は
田
単

・
如
耳
の
策
を
、
大
き
な
誤
り
を
犯
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

(し
か
し
)
た
だ
田
単

・
如
耳
の
策
だ
け
を
大
き
な
誤
り
を
犯
し
て
い
る
と

考
え
て
お
り
ま
し
ょ
う
や
。

ω
今
天
降

衷
於
呉
・、
斉
師
受
レ
服
。
孤
豈
敢
自
多
。
(国
語
、
呉
語
)

今
、
天
は
呉
に
祝
福
を
下
し
て
、
斉
は
降
伏
し
ま
し
た
。
わ
た
し
は
ど
う
し

て
自
慢
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
か
。

㈲
孤
特
独
立
、
而
欲

・常
在

。
豈
不
レ哀
哉
。
(史
記
、
項
羽
本
紀
)

た
っ
た

一
入
の
孤
立
し
た
状
態
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
、

い
つ
ま
で
も

健
在
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
哀
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

反
語
表
現
と
は
、
話
し
手
が
あ
る
結
論
が
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
疑
問
の
形
式

で

一
応
相
手
に
問

い
か
け
た
り
、
自
問
自
答
し
た
り
す
る
形
式
を
と
る
表
現
で
あ

(23)
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り
、
こ
れ
ら
が
代
表
的
な
例
文
と
考
え
ら
れ
る
り
す
な
わ
ち
,
㈲
は
、
「豈
」
が

「哉
」
と

い
う
語
気
詞
と
呼
応
し
て
反
語
の
文
型
を
作
つ
て
い
る
。
ω
は
、
』
豈
L

単
独
で
あ
り
、
㈲
は
、
下
に

「不
」
と
い
う
否
定
の
語
を
と
も
な
っ
て
い
る
反
語

の
文
型
で
あ
る
。

な
お
、
㈲
と
同
じ
文
型
で
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
ゆ

国
景
春
日
、
公
孫
衍

・
張
儀
、
豈
不

誠
大
丈
夫
・哉
。
(孟
子
、-
滕
文
公
下
)

景
春
が
言

っ
た
。
「公
孫
衍
や
張
儀
は
ほ
ん
と

に
す
ぐ
れ
た
男
で
は
な
い

へ

む

、

カ

」・、

こ
れ
ら
が
詠
嘆
と
も
と
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
反
語
表
現
が
人
間
の
喜
怒

哀
楽
の
感
情
を
そ
の
ま
ま
表
現
す
る
形
式
の
文
で
な
い
こ
と
に
由
来
す
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。二

、
疑
問

・
推
量
と
し
て
e

㈹
子
嘗
宣
言
、
・代
レ
我
相
レ秦
。
豈
有
レ此
乎
。
(戦
国
策
、
秦
)

あ
な
た
は
か

つ
て

「
わ
た
し
に
代
わ

?
て
秦

の
宰
相
に
な
る
だ
ろ
う
。」
と

触
れ
回
っ
て
い
た
そ
う
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
。

㈲
然
則
将
軍
之
仇
報
而
燕
見
レ
陵
之
愧
除
矣
。
将
軍
豈
有
レ意
乎
。
(史
記
、
刺

客
列
伝
)

、

、
'

"
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
将
軍
の
仇
は
討
て
、
燕
の
あ
な
ど
ら
れ
た
恥
辱
を
そ
そ

ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
将
軍
、

こ
の
お
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

㈲
諸
葛
孔
明
者
臥
竜
也
。
将
軍
豈

願
レ見
レ
之
乎
。
(
三
国
志
、
蜀
書
、
諸
葛
亮

伝
)
諸
葛
孔
明
は
臥
竜
と
い
う
べ
き
人
物
で
す
。
将
軍
、
会
っ
て
み
た
い
と
お
思

い
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

㈲
又
聞
、
項
羽
亦
重
瞳
子
。
羽
豈
其
苗
裔
邪
。
(史
記
、
項
羽
本
紀
)

ま
た
項
羽
も
二
つ
の
瞳
で
あ

つ
た
ど
弓い
う
こ
乏
売
か
ら
P
項
羽
遺
こ
と
薫
よ

る
と
そ
の
子
孫
に
あ
た
る
の
だ

ろ
う
か
。

鬥
㈲
楚
之
先
豈
直

夫

禄
一哉
。
在
レ周
為
一
文
王
師

、
封
レ楚
。

楚
の
国
王
の
祖
先
に
は
天
か
ら
賜
っ
た

恩
恵
で
も
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
周

"の
時
代
に
は
文
王
の
師
と
な
っ
た
お
か
げ
で
、
楚
に
封
ぜ
ら
れ
た
。

@
太
后
豈
以
一為
臣
有
レ愛
不
'レ
相

魏
其

。
(史
記
、
,魏
其
伝
)

-太
后
さ
ま
は
、
わ
た
し
が
魏
其
を
宰
相
に
し
な
い
の
は
物
お
し
み
を
し
て
い

る
と
で
も
お
思
い
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

右

の
例
文
で
㈹
㈲
㈱
は
疑
問
、
㈲
㈲
@
は
推
量
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。
と
も
に

反
語
表
現
と
同
じ
形
を
と
っ
て
お
り
、
「乎
」
「哉
」
な
ど
の
語
気
詞
の
有
無
は
関

係
な
い
。

、

ま
た
馬
疑
問
と
推
量
と
の
判
別
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
多

い
の
は
、
推

量
が
不

確
実
な
判
断
や
想
像
上
の
事
実
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
り
、
い
つ
も
疑
問
を

と
も
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

三
、
願
望
と
し
て

㈹
君
豈
有

斗

升
之
水

而
活
レ我
哉
。
(荘
子
、
外
物
)

ど
う
か
少
し
の
水
で
も
い
い
で
す
か
ら
も
っ
て
来
て
わ
た
し
を
助
け
て
下
さ

い

。

、
仞
天
王
豈
辱
裁
レ
之
。
亦
征

諸
侯

・之
礼
也
。
(
国
語
、
呉
語
)

大
王
、
ど
う
か
辱
く
も
裁
定
さ
れ
よ
。
こ
れ
が
天
子
の
諸
侯
を
征
伐
な
さ
る

礼
で
も
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
れ
ら
が
願
望
表
現
の

「豈
」
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
例
は
少
な
い
。

(
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の

h
強
意
μ
の
項
を
参
照
)

四
、
強
意
と
し
て

図
夫
人
生
手
足
堅
強
、
耳
目
聡
明
聖
智
。
豈
非

士
之
所

レ
願
与
。
(戦
国
策
、

秦
)

さ
て
、
人
と
生
ま
れ
た
以
上
、
手
足
は
強
健
、
耳
目
は
聡
明
、
知
恵
は
す
ぐ
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れ
、て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
士
の
願
う
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

㈲
千
金
之
家
比
二

都
之
君

、
・巨
万
者
乃
与
一
王
者

同
レ楽
。
豈
所
謂
素
封
者

「
邪
、
非
也
。
(史
記
、
貨
殖
列
伝

)

千
金
の
富
豪
は

一
城
の
大
名
と
肩
を
な
ら
べ
、
巨
万
の
富
を
も

つ
者
は
王
者

と
楽
し
み
を
同
じ
く
す
る
。
こ
れ
こ
そ
が
前
に
言

っ
た

「素
封
」
と
い
う
も

、
の
で
は
な
い
か
、
ぞ
う
で
は
あ

る
ま

い
か
。

こ
れ
与
の

「
豈
」
は
強
意

の
語
と
み
ら
れ
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
も

の
に
願
望
の
,「
豈
」
と
例
文
国
に
あ

げ
た
詠
嘆
の

「豈
」
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い

て
述
べ
れ
ば
、
強
意

の

「豈
」
を
文

中
に
ふ
く
ま
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
意

図
す
る
動
作
や
状
態
を
強
く
望
む
意
味
を
帯
び
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
例
文
㈹
に
お

い
て
、
強
意
の

「豈
」
を
文
中
に
お
く
こ
と

に
よ
っ
て

「斗
升
之
水
」
を
強
く
要
求

し
て
い
る
こ
と
は
前
後
の
関
係
か
ら
明
白

で
あ
ろ
う
。
後
者

の
詠
嘆
表
現
は
、
話

し
手
の
心
中
に
充
満
す
る
強
い
感
情
の
ほ

と
ば
し
り
出
を
本
質
と
す
る
言
語
表

現
で
あ
る
か
ら
、
強
意
の
語
が
含
ま
れ
る
こ

と
は
当
然
と
も
い
え
よ
う
。

以

上

「
豈

」

を

ふ

ぐ

む
文

に

つ

い
て
考

察

し

て
き

た

が

、

疑

問

・
推

量

・
反

語

を

、、
ま

た

強
意

・
願
望

・
詠

嘆

を

そ

れ

ぞ
れ

一
連

の
も

の
と

し

て
ー

「
豈
」

を

二

分

類

し

て
i

考

え

る
と

き

に
次

の
よ

う

に
言

え

よ

う

。

、
前
者
は
疑
問
の
文
型
と
な
ρ
て
い
る
か
、
前
後
の
関
係
に
よ

っ
て
疑
問
表
現
と

な
る
条
件
を
そ
な
え
て
い
る
か
で
あ

る
。
そ
し
て

「豈
」
は
そ
の
三
つ
の
う
ち
の

ど
れ
か
の
意
味
を
ふ
く
む
語
で
あ
り
、
ど
れ
で
あ
る
か
は
前
後
の
文
意
に
よ
ら
な

く
で
は
な
ら
な

い
。

、

.

、

後
者
は
文
中
に
お
い
て
す

べ
て
強
調

の
意
を
有
し
、
強
意
の
語

「其
」
と
同
じ

よ
う
に
用

い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
こ
れ
は
後
記
す
る
、
「豈
」
に
つ
い
て
の

『経
伝
釈
詞
』
『助
字
弁
略
』

の
注
釈

の
外
に
も

『集
韻
』
に
は
、
・「
其
、
辞
也
、

豈
也
」
と
あ
り
、
『助
字
弁
略
』
に
も

『史
記
』
叔
孫
通
伝
の

「呂
后
与
二
陛
下

攻
苦
食
レ啖
、
其
可
レ
背
哉
L
な
ど
を
例
に
あ
げ

「
此
其
字
、
並
是
豈
辞
、
其
豈
音

相
近
、
故
通
也
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
そ
し
て
、
「其
」
「豈
」

な
ど
の
語
は
本
来
、
強
意

・
願
望

・
詠
嘆
な
ど
の
別
は
な
く

一
種
の
強
調
表
現
の

な
か
に
用
い
ら
れ
た
語
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

で

は

、

中
国

の
韻

書

・
字

書

な
ど

で

は

こ

の

「
豈

」

を

ど

の
よ

う

に
解

説

し

て

い
る

か
を

み

る
と

、

.
『
広

韻
』

豈

、

安

也

焉

也

曾

也

、
『
増

韻
』
,
『
字

彙

』

凡
豈

、

非

レ
然

之

辞

な

ど

が
代

表

的

な

も

の

で
、

ほ

か

に
願

望

の
意

と

し

て

の

せ

て

い
る
も

の

に
、

『
説

文

繋

伝
』

豈

、

一
日

欲

也

『
説

文

通

訓

定

声
』

豈

、

仮

借

又

為

レ
覬

が

あ

り

、

ま

た

次

の

二
書

が

例

文

㈲

な

ど

を

例

と

し

て
次

の
よ

う

に
述

べ

て

い
る

。

『
経
伝

釈

詞
』

豈

、
猶

「
其
」
、也

『
助

字
弁

略
』

、

此

豈

字

、.
与

レ
其

通

、

音

相

近

也

さ

ら

に
現

代

の

『
辞

海

』

を

み

る
と

以

下

の
ご

と

く

で
あ

る

。

豈

①

犹

言

字

。
^
維

道

。

用

疑

向

或

反

拮

句

。

如

"
邑

有

此

理

。

《
国
策

、
秦

策

三

》

"
子

常

宣

言

代

我

相

秦

、
邑

有

此

乎

?

"
②

犹

言

其

。

用

于
祈

使
句

。

《
国

珸

、

昊

珸

》
"
大

王

邑

辱
裁

之

!

"

口

江
戸
時
代
の
語
法
書
に
お
け
る

「
豈
」
に

つ
い
て

複
雑
な
人
間
心
理
と
も
関
係
す
る
反
語
表
現
に
主
と
し
て
用
い
ち
れ
る
「豈
」と

い
う
語
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
語
法
書
で
は
ど
の
よ
う
に
解
説
し
た
り
、
日
本

語
訳
を
し
た
り
し
て
い
る
か
を
み
た
い
。

◎
『広
益
助
語
辞
』
(三
好
似
山
、

一
六
九
四
年
刊
)

(25)



第32集

 

要紀究研

わ
が
国
最
初
の
語
法
書
と
も

い
う

べ
き
本
書
は
、
『助
語
辞
』
と
い
う
名
は
ふ

く
ん
で
い
る

が
元
の
盧
以
緯
の
そ
れ

の
解
説
書
で
は
な

い

(『助
語
辞
』
の
解
説

は
紹
介
し
て
い
る
)。
ま
た
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
日
本
語
訳
は
な
い
。
こ

れ
に
は

『広
韻
』

『字
彙
』
の
解
説
を

の
せ
る
外
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

ニ

シ
テ

テ

メ
ス

ヲ

リ

キ
ノ

ノ

ハ

キ
ノ

助

語

辞

日

、

反

説

以

見

レ
意

、

有

ド
如

・俗

語

那

上

裏

是

之

意

i
、

或

有

卜
如

一・

ノ

ノ

ニ

莫

字

・之
意
㌧
:
…
○
小
補
韻
会

欲
也

ノ

テ

ヨ
レ
ル
カ

ニ

タ

ニ
シ

カ

キ
ヲ

ま
た

『文
選
』
鸚
鵡
賦

「豈
言
語

以

階
レ
乱

将

不
察

以
致
レ危
」
に
お
け

る
呂
延
済
の
注

「豈
、
自
発
レ
問
也
」
を
ひ
い
て
い
る
。

こ
の
書
に
よ

っ
て

「豈
」
が
反
語

の
み
に
用
い
ら
れ
る
語
で
は
な
く
、
否
定
の

意
を
有
し
、
願
望
、
自
問
の
こ
と
ば
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
語
で
あ
る
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
.

◎
『助
語
辞
諺
解
大
成
』
(毛
利
貞
斎
、

一
七
〇
八
年
刊
)

本
書
は

『助
語
辞
』
を
俗
語

(
口
語
)
で
解
説
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の

「豈
」

の
項
で
は
解
説
の
外
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

、

豈
ノ
字

ヲ
、
ア
ニ
ト
訓
ズ
ル
コ
ト

一
ツ
ナ
レ
ド
モ
時
ト
シ
テ
、
何
シ
ゾ
シ
モ
左

様
ナ
ル
コ
ト
在

ン
ヤ
ノ
意

二
用
ヒ
、
又
何
ゾ
シ
モ
ナ
カ
ラ
ン
ヤ
ノ
意

二
用
ル
コ

レ

マ
ラ

ト
モ
在
リ
。
初
学
書

二
対
シ
、
上

下
ノ
語
ヲ
能
ク
見
合
セ
テ
其
義

ヲ
不
レ誤

こ
れ
に
よ
る
と
、
「豈
」
を
ふ
く
む
文
に
も
反
語
と
な
る
場
合
と
、
否
と
が
あ

り
、
そ
れ
を
判
別
す
る
に
は
文
意
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
初
学
者
に
対
す
る
注

意
を
記
し
て
い
る
。

◎
『語
助
訳
辞
』
(松
井
河
楽
、

一
七

一
九
年
刊
)

ア
ニ

豈
ノ
字

ハ
反
説
シ
テ
以
テ
意
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
字
ナ
リ
、
反
説
ト

ハ
豈
サ
ヤ
ウ
ニ
ア

ナ
カ
レ

ラ

ン
ヤ

、

サ

ヤ

ウ

ニ

ハ
ナ

キ

ゾ

ト

云

フ
亊

ナ

リ

…

…

或

ハ

莫

ノ
字

ノ

如

キ

意

モ

ア

リ
、

ソ

ノ
時

ハ
豈

サ

ヤ

ウ

ニ

ス

ベ
キ

ヤ

、

サ

ヤ

ウ

ニ
ス

ル
亊

ナ
カ

レ

ノ
意

ナ

リ

と

述

べ

、
ま

た

、

「
豈

ノ
字

ヲ
問

フ
辞

ニ
モ

用

ユ
ル

ナ

リ
」

と

、

『広

益

助

語

辞

』

が

採

録

し

て

い
た

『
文

選

』

を

例

に

ひ

く

「
豈

、

自

発

レ
問
也

」

の

外

に

や
は

り

ニ

リ
ヤ

レ

リ
ヤ

ハ

ク
ル

『
文

選
』

七

発

の

「
豈

有

レ
是

乎

」

に

お

け

る
李

善

の
注

「
豈

有

レ
之

乎

、

設

・

疑

問

・也

」

を

採

っ
て

い
る
。

さ

ら

に

「
非

然

ノ
辞

ニ

テ
、

ア

ニ
サ

ア

ラ

ン
ヤ

、

ソ
ウ

デ

ハ
ナ

シ

ト
云

フ
詞

ナ

リ
」
・と

記

し

て

い

る
。

本

書

が

「
豈

」

の

い
く

つ
か

の

用
法

に

つ
い

て

「
サ

ヤ

ウ

ニ

ハ
ナ
キ

ゾ
」

「
ソ

ウ

デ

ハ
ナ

シ
」

な
ど

と

、

は

じ

め

て

わ

が

国

の
俗

語

に
訳

し
た

も

の

で
あ

る
と

思

わ

れ

る

。

◎

『
訓

訳

示

蒙

』

(荻

生
徂

徠

、

一,
七

三

八
年

刊

)

豈

字

二
義

ア
リ

、

一
ハ
イ

カ

サ

マ
ト

訳

ス
、

一
ハ
ナ

ニ
シ

ニ
ト
訳

ス
、

イ

カ

サレカ

マ

ノ
時

ハ
下

ヲ
カ

ト

ト

ム

ル

、

ナ

ニ

シ

ニ
ノ

時

ハ
下

ヲ
ヤ

ト

ト

ム

ル

、

豈

是

レ
ナ
ラ
ン
ヤ

乎
、
イ
カ
サ

マ
ナ
リ
、
豈
是

乎
、
ナ
ニ
シ
ニ
ナ
リ
、
其
文
勢

二
従

フ
ヘ
シ
、

畢
竟
シ
テ
ニ
義
共
二
不
知
ト
衍
ス

撫
訳

「豈
」
を
ふ
く
む
文
が
全
く
同
じ
で
あ

っ
て
も
差
異
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
こ
の

「文
勢
」
と
は
本
書
巻

一
に

「訳
文

二
字
義
文
理
句
法
文
勢
ト
云
コ
ト

ア
リ
」
に
記
す
と
こ
ろ
の
意

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は

「句
法
ト
ハ

一
句
ノ
上
二
巧

拙
ヲ
論
ズ
ル
コ
ト
ナ
リ
、
文
勢

ハ
全
体
ノ
文
勢
ナ
リ
…
…
句
法
文
勢

ハ
唐
人
詞
ニ

ナ
リ
テ
ノ
上

ニ
テ
文
ノ
上
手
下
手

ヘ
カ

・
ル
コ
ト
ナ
リ
…
…
」
と
あ
る
。

◎
『助
字
詳
解
』
(皆
川
淇
園
、

一
八

一
三
年
刊
)

本
書
の
こ
と
ば
に
つ
い
て
の
解
説
の
方
法
は
、
言
語
行
動
を
成
立
さ
せ
る
要
因

で
あ
る
話
し
手
、
聞
き
手
、
内
容
、
場
面
を
考
察
す
る
と
い
う
科
学
性
を
有
し
て

お
り
、
反
語
の
こ
と
ば
と
し
て
の

「豈
」
の
説
明
も
次
の
よ
う
に
現
代
性
を
お
び

て
い
る
。

此
ハ
向

フ
ノ
聞
人
ノ
心

二
、
其
処
ノ
ヤ
フ
ス
ヲ
見
ク
ラ
ベ
テ
、
所
存
ヲ
付
ケ
テ

言
フ
ニ
、
動
カ
ヌ
処

ヲ
立
テ

・
言
フ
ニ
用
ユ

そ
し
て
先
に
述
べ
た
よ
う
に

「
豈
」
は
反
語
の
み
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
ば
で
な

い
こ
と
を
言

っ
て
い
る
が
俗
語
訳
は
な
い
。

◎
『太
史
公
助
字
法
』
(
一
七
六
〇
年
刊
)

◎
『左
伝
助
字
法
』
(
一
七
六
九
年
刊
)
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◎
『詩
経
助
字
法
』
(
一
七
八
三
年
刊
)

右
は
異
な
る
三
つ
の
著
作
に
つ
い
て
、
そ
の
助
字
を
淇
園
が
お
の
お
の
別
個
に

解
説
し
た
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
著

述
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
そ
れ
ぞ
れ

「用

豈
法
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
俗
語
訳
を

つ
け
て
い
る
。

『太
史
公
助
字
法
』

此
カ
フ
ア
ル

ハ
ト
云
意
持
ナ
リ

『左
伝
助
字
法
』

此
カ
フ
ア
ル
モ
ノ
ガ
ト
云
フ
意
ナ
リ

『詩
経
助
字
法
』

見
在

ニ
カ
ク
ア
ル
ハ

カ
ク
ア
ル
カ
ラ
ハ
ト
云
フ
コ
・
ロ

ナ
リ
右
三
書
に
お
け
ム

「
豈
」
が
こ
の
俗
語
訳
で
総
括
で
き
る
と
は
思
え
な
い
が
、

注
目
す
べ
き
こ
と
ば
の
解
釈
と
い
え
よ
う
。

◎
『助
字
訳
通
』
(岡
白
駒
、

一
七
六
二
年
序
)

「豈
ノ
字

二
二
義
ア
リ
」
と
し
、
ま
ず
反
語
の
例
を
あ
げ
て

「何
ノ
字
ト
同
意
」

と
述
べ
、
次
に

「其

一
ハ
、

ヲ
シ

ハ
カ
ル
辞
ナ
リ
」
と

『史
記
』

『漢
書
』

の
例

を
示
し
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

此
ノ
豈
ノ
字
皆
ヲ
シ
カ
ル
辞
ナ
リ
、
故

二
豈

ヲ
恐
ト
訓
ズ
、
恐
懼
ノ
恐

二
非
ズ
、

ヲ
ク
タ
ク

ぼ

フ

ヲ

カ

ク
ハ

ヲ

カ

恐

ノ
字

二
疑

也

、

億

度

也

ノ
訓

義

有

リ

、

豈

謂

レ
是

邪

ハ
恐

謂

レ
是

邪

ト

同

シ
、

是

レ
疑

ヒ

ノ
義

ト

億

度

ノ
義

ヲ
以

テ

、

ヲ
シ

ハ
カ

ル
辞

ト

ナ

ル
ナ

リ

…

…

胡

三

省

ガ

通

鑑

ノ
注

二
豈

ヲ
恐

也

ト

訓
ズ

こ

こ
で

は

「
豈
」

は
疑

問

と

い
う

よ
り

も
推

量

の

こ
と

ば

「
お

そ

ら

く

は

」

と

し

て

解

説

さ

れ

て

い
る

。

◎

『文

語

解

』

(
釈

大

典

、

一
七

七

二
年

刊

)

こ

の
書

は

凡

例

に

お

い
て

「
一
字

一二

訳

ア

リ

テ
相

当

ル

ハ
論

ナ

シ

、

或

ハ

一

訳
多

字

ニ

ア
タ

ル

、
或

ハ

一
字

二
多

訳

ア

リ
、

或

ハ
倭

語

ニ
ア
タ

ラ

ヌ
字

ア
リ

、

字

ニ

ア
タ

ラ

ヌ
倭

語

ア
リ

…

…
」

ま

た

「
嘗

ニ
カ

ツ
テ

ノ
訳

、

肯

ニ

ア

エ
テ

ノ
訳

、

乃

ニ

ス
ナ

ハ
チ

ノ
訳

、

コ
ノ
類

ソ
ノ
義

二
当

ヌ

コ
ト

多

レ
ド

モ
、

古

来

ノ
熟

語

ト

ナ

リ

、

ソ
レ

ニ
テ
解

シ
来

リ

、

又
別

二
的

当

セ

ル
訳

語

モ
ナ

ケ

レ
バ

今

更

二
改

カ

タ

シ

、
旧

訳

ア

タ

ラ
ズ

シ

テ
別

ニ
ヨ

ク

ア

タ

ル
訳

語

ア

ル

ハ
コ
レ

ヲ
改

ム

…

…
」

な
ど
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
従
来

の
訓
み
方
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
適
当
な
訳
語

が
あ
れ
ば
新
し
い
訓
み
方
を
と
り
入
れ
て
い
る
特
異
な
語
法
書
で
あ
る
が
、
「豈
」

に
つ
い
て
は
旧
来
の

「あ
に
」

の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
い
く

つ
か
の
例
を
あ
げ
て

「
問
辞
ナ
リ
」
と
、
ま
た

「
コ
レ
疑
辞
ト
ナ
シ
テ
、
是
ナ
ル
ベ
シ
ト
云
意
ナ
リ
」

と
し
て
い
る
。

ま
た
反
語
と
し
て
の
解
説
に
は
、
次
の
よ
う
に

『万
葉
集
』
の
歌
を
引
用
し
て

い
る
。
万
葉

ノ
歌

二
、
ア
タ
ヒ
ナ
キ
、
タ
カ
ラ
ト
イ

フ
ト
モ
、
ヒ
ト

ツ
ギ
ノ
、

ニ
ゴ
レ

ル
サ
ケ
ニ
、
ア
ニ
マ
サ
ラ
メ
ヤ
、
此
ア
ニ
ノ
出
処
ナ
リ
、
何
ノ
義
ヨ
リ
婉

ニ
シ

テ
深
シ
、
古
今
ノ
文

二
多
ア
リ
テ
引
証
ス
ル
ニ
及
バ
ズ

こ
れ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は

「豈
」
を
反
語
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
引
証
す
る

に
及
ば
な

い
ほ
ど
普
遍
し
て
お
り
、
新
訓
を
考
え
る
必
要
は
な
か

っ
た
と
い
う
こ

と

で
あ
る
。

こ
れ
は
反
語
と

し
て
用

い
ら
れ

て
い
る

「
将

・
其

・
可

・
誰

(巨
)

・
幾

・
寧

・
庸
」
な
ど
と

い
う
語
に
も

「あ
に
」
と
い
う
訓
み
方
を
当
て

て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
ま
た
本
書
に
お
い
て
さ
え

「問
辞
」
「疑
辞
」

に
用

い
る
と
き
に
も

「な
に
」
な
ど
と
は
読
ま
ず
に

「あ
に
」
と
読
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
こ
と
に

「豈
」
と
い
う
語
と
、
そ
の
読
み
方
の
結
び

つ
き
の
強
さ
が
感

じ
ら
れ
る
。

◎
『助
辞
鵠
』
(
河
北
景
槙
、

一
七
八
六
年
刊
)

字
書

・
韻
書
な
ど

の
解
説
を

の
せ
た
後
に
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ノ

ナ
ラ
ン

ン
ヤ

豈

山

之
性

哉

、

豈

其

可

レ
得

乎

ノ
類

ハ
、
何

ト

テ

サ

ア
ラ

ン
ヤ

ト
云

フ

コ
ト

バ

ニ

フ
カ

ヲ

ニ

ル
カ

ニ
テ

コ

ハ

ツ

ヨ
シ

、

又

豈

謂

レ
是

耶

、

豈

有

レ
此
乎

ノ
類

ハ
億

度

ノ
詞

ニ
テ
通

鑑

胡

註

二
恐

也

ト

ア

ル

ヨ
シ
白

駒

云

ヘ
リ

、

此

タ

"
軽

用

ニ
テ
上

ノ
義

ト

異

ナ

ル

ニ
非

ラ

ス
、

ア

ニ

コ
レ

ナ

ラ

ン
ヤ

コ
レ

ニ
テ

モ

ア

ラ

ン
ト
婉

二
云

タ

ル

ユ

エ
恐

ラ

ク

ノ
義

ト

ナ

ル
也

こ

こ

で

は

「
豈

」

の
軽

用

に

つ

い
て
解

説

し

て

い
る
。

す

な

わ

ち

,

白

駒

の
著

作

を

引

き

な

が

ら

も

「
豈

」

に
は

二
義

は

な

く

、

そ

れ

を

重

用

す

る

こ
と

に

よ

っ

(27_)
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て

反

語
と

な
り

、
軽

用
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
疑

問

・
推

量

に

な

る

と

い
う

の

で
あ

る

。ま

た

、

こ
れ

に
続

け

て

『
日
本

書

紀
』

『続

日
本

紀
』

中

の

「
豈

」

の
用

い
方

は

こ

の
軽

用

し

た

も

の
と

同
じ

で
あ

る
と

次

の
よ

う

に

記

し

て

い
る

。

ノ

ノ

ノ

倭

語

ニ
テ

モ
日
本

紀

二
磐

之

姫

命

歌

ニ
カ

ク

ミ
ヤ

タ

リ

ハ

ア

ニ

ョ
ク

モ

ア

ラ
ズ

、

ニ

オ
モ
ヒ

続
日
本
紀
宣
命

二
豈
障
ル
コ
ト

ハ
ア
ラ
ジ
ト

念

テ
ナ
モ
ノ
豈

コ
レ
ニ
同
ジ

◎
『助
語
審
象
』
(
三
宅
橘
園
、

一
八

一
七
年
刊
)

皆
川
淇
園
に
師
事
し
た
著
者
の
解
説
方
法
は
、
簡
明
で
は
あ
る
が
師
の
影
響
を

受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

キ

シ
テ

ス
ル

ヲ

豈
.ニ

イ
ヤ
イ
ヤ
ト
訳
ス

豈
者
検
詰

以
屎

覆

之

之
辞

豈

バ
カ
フ
デ
ア
ル
ト
云
テ
モ
ド
ブ
デ
カ
フ
デ
ハ
ア
ル
マ
イ
ト
云
意
ナ
リ
、
覬
観

キ
ズ

じ

ツ
メ

シ
テ
其
釁
ヲ
伺
ヒ
指
ス
意
味
ナ
リ
、
豈

ハ
イ
ツ
ニ
テ
モ
相
手

ヲ
ト
リ
テ
論
シ
詰

ル
辞
ナ
リ

こ
の
解
説
に
続
け
て
、
反
語
お
よ
び
疑
問

・
推
量
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。

一
例

を
示
す
。

豈
可
レ得
乎

呵罪
蕨
鴆
テ

◎
『操
觚
字
訣
』
(伊
藤
東
涯

・
東
所
、

一
八
七
九
年
刊
)

東
涯

(
一
六
八
〇
i

一
七
三
六
)
の
未
定
稿
の
遺
稿
を
三
男
東
所

(
一
七
三
〇

1

一
八
〇
四
)
が
補
筆
編
纂
し
て
刊
行
し
た
も
の
。
刊
行
は
遅
い
が
江
戸
時
代
中

期

の
語
の
解
釈
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
「豈
」
に
つ
い
て
は
補
遺
の

「呼
応
」

に

「
豈
ー

乎
」
「
豈
-

也
」
な
ど

の
例
文
を
あ
げ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。豈

ハ
、

語

辞

ノ

ト

キ

、

安

也

焉

也

曾

也

、

又

非

レ
然

之

辞

ト

註

ス
、

「
ナ

ニ
シ

ニ
」

「
ナ

ン
ノ
」

「
ナ

ン
ゾ
」

ト

云

意

、

別

意

如

才

ナ

キ

コ
ト

也

、

非

レ
然

ト

イ

ヘ
バ
、

ヲ

・
カ

タ
ト

云

コ
ト

也

以
上
、
江
戸
時
代
の
主
な
助
字
に
関
す
る
語
法
書
を
考
察
し
て
き
た
が
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
判
明
す
る
。

、

の
、
反
語
の
み
で
な
く
、
疑
問

・
推
量
と

い
っ
た
意
が
あ
る
こ
と
を
、
ほ
と
ん
ど

全
て
の
著
作
に
記
し
て
い
る
。

こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
毛
利
貞
斎
、
皆
川
淇
園
な
ど
が
特
に
注
意

し
て
い
る
こ
と
は
、
反
語
と
し
て
の
用
い
方
が
い
ち
じ
る
し
く
多
く
、
疑
問

・

推
量
な
ど
の
用

い
方
が
無
視
さ
れ
が
ち
に
な

っ
て
い
た
状
態
を
表
す
も
の
で
あ

ろ
う
。.
そ
し
で
こ
れ
は
淇
園
の
言

っ
た
ご
と
く
初
学
者
は
も
ち
ろ
ん
全
て
に
必

要
な
注
意
事
項
で
あ

っ
た
に
違
い
な

い
。

0
、
「豈
」
は

「あ
に
」
と
し
か
読
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
和
文
で
の

「あ
に
」

げ

　
　

ソ

は
平
安
時
代
以
後
は
反
語
に
の
み
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で

「
豈
11
あ
に
ー1
反

語
」
と

い
う
固
定
的
な
観
念
が
で
き
あ
が
り
、
他
の
読
み
方

同
字
多
訓
よ

り
発
生
す
る
読
み
方

が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

他
の
語
で
は
、
例
え
ば

「何
」
は

『文
語
解
』
で
は
、
「
ナ
ン
ゾ

・
ナ

ニ
・

イ
ヅ
レ

・
不
ヅ
ク
ニ
、
・
イ
カ
ニ

・
イ
ク
バ
ク
」
な
ど
と
読
み

『助
辞
訳
通
』
で

は

「
ナ
ン
ゾ

・
ナ
ニ

・
イ
ヅ
レ
」
な
ど
と
読
ん
で
お
り
、
疑
問

・
反
語
を
読
み

方
か
ら
も
判
別
で
き
る
よ
う
な
場
合
も
あ
る
。

∋
、
反
語
か
否
か
の
判
断
は
、
そ
の
文
型
か
ら
で
は
な
く

「
文
勢

二
従

フ
」
か

「
上
下
ノ
語
ヲ
能
ク
見
合
セ
」
る
ほ
か
は
な
い
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
反
語
表
現
と
い
う
も
の
が
、
疑
問

・
推
量
と

い
う
判
断
保
留
と
断
定

の
問
に
あ
る
話
し
手

の
心
理
的
な
ゆ
れ
を
そ
の
な
か
に
こ
め
て
い
る
表
現
方
法

な
の
で
判
別
は
は
な
は
だ
困
難
な
の
で
あ
り
、
初
学
者
だ
け
の
問
題
で
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
反
語
と
し
て
の

「
豈
」
に
つ
い
て
の
解
釈
は
特
に
必
要
な
か
っ
た
。

『文
語
解
』

の
項
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
使
用
法
に
つ
い

な

へ　

　

て
の
知
識
は
充
分
で
な
か
っ
た

。

凶
丶
願
望
の
意
が
あ
る
と
し
た
も
の
は

一
書
、
強
意
の

「
其
」
に
み
な
し
た
も
の

は
な
い
。
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こ
れ
は
前
者
は
特
異
な
例
で
あ
り
、
後
者
は

「豈
」
と

「其
」
と
の
音
が
近

い
こ
と
か
ら
通
用
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
発
想
も
な
か
っ
た
か
ら
と

考
え
ら
れ
る
。

㈹
、
契
沖
お
よ
び
国
学
四
大
家
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
わ
が
国
古
典

・
古
語
に
対

す
る
研
究
の
影
響
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
江
戸
時
代
後
期
の
も
の
に
は

『日

本
書
紀
』
『万
葉
集
『
な
ど
を
参
考
に
と
り
入
れ
て
い
る
。
(
こ
れ
に
つ
い
て
は

後
述
)

㊨

奈
良

・
平
安
時
代
の

「豈
」

に
つ
い
て

で
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は

一
般
に

「豈
」
と
い
う
語
を
反
語
表
現
に
の
み
用

い
ら
れ
る
語
と
し
て
理
解
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
古
く
は
決
し
て
そ
う
で
は
な

い
。
少
く
と
も
漢
文
訓
読
が
固
定
化
せ
ず
、
漢
文
を
翻
訳
と
い
う
形
で
取
意
し
て

い
た
奈
良
時
代
末
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
「豈
」
と

い
う
語
は
反
語
以
外

の
表
現
に
も

用
い
た
こ
と
は

『
日
本
書
紀
』
な
ど
に
よ
っ
て
わ
か
る

(前
記
の

『助
辞
鵠
』
の

項
参
照
。
ま
た
、
谷
川
士
清

『和
訓
栞
』
〈あ
に
〉
の
項
参
照
)。

も
ち
ろ
ん
こ
の
時
代
で
も
次
に
あ
げ
る
よ
う
に
反
語
表
現
に
用

い
る
こ
と
は
多

い
。於
四
方
求
之
、
豈
有
下比
「
我
力

者
i乎
。
(
日
本
書
紀
、
巻
六
)

四
方
を
さ
が
し
て
も
、
わ
た
し
の
力

に
お
よ
ぶ
者
が
あ
ろ
う
か
。

価
無

宝
跡
言
十
方

一
坏
乃

濁
酒
入
小

豈
益
目
八
方

(万
葉
集
、
巻

三
)

価
無
き
宝
と
い
ふ
と
も

一
坏
の
濁
れ
る
酒
に
あ
に
益
さ
め
や
も

し
か
し
次
の
よ
う
な
用
例
も
あ
る
。

0り
底
下
豈
無
レ
国
歟
。
(
B
本
書
紀
、
巻

一
)

下
の
方
に
た
ぶ
ん
国
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ω
天
孫
豈
見
之
乎
。
(
日
本
書
紀
、
巻
二
)

天
孫
、
ご
ら
ん
に
な
り
ま
し
た
か
。

㈲
天
孫
豈
欲
レ
還

故
郷

歟
。
(
日
本
書
紀
、
巻
二
)

天
孫
、
も
し
か
し
た
ら
故
郷
に
お
帰
り
に
な
り
た
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

国
那
蒐
務
始
能

譬
務
始
能
虚
呂
望

赴
多
幣
耆
螽

介
区
瀰
夜
懐
利
破

阿
珥

予
区
望
阿
羅
儒

(
日
本
書
紀
、
巻
十

一
)

な
つ
む
し

ひ
む
し

や
だ

夏
蚕
の
蚕

の
衣
二
重
著
て
囲
み
宿
り
は
豈
良
く
も
あ
ら
ず

㈹
政
乎
行
・、豈
障
囎
物
胴
不
在
。
(続
日
本
紀
、
巻
二
十
五
)

政
を
行
ふ
に
豈
障
る
べ
き
物
に
は
あ
ら
ず
。

㈲
相
雑
天供
奉
仁
豈
障
事
波
不
在
止
念
輳
.
(続
日
本
紀
、
巻
二
十
六
)

相
雑
り
て
供

へ
奉
る
に
豈
障
る
事
は
あ
ら
じ
と
念
ほ
し
て
な
も
。

㈲
八
百
日
徃

浜
之
沙
毛

吾
恋
二

豈
不
益
歟

奥
嶋
守

(万
葉
集
、
巻

四
)
八
百
日
行
く
浜
の
沙
も
わ
が
恋
に
あ
に
益
ら
じ
か
沖

つ
島
守

右
の
六
例
の
う
ち
Oづ
ω
㈲
は
、
前
後

の
関
係
か
ら
み
て
疑
問
ま
た
は
推
量
の
こ

と
ば
と
し
て

「豈
」
を
用
い
て
い
る
に
違

い
な
い
。
特
に
㈲
の

「豈
」
に
は
、
兼

げ
ヘ
ヨ

　

方
本

・
兼
夏
本
の
古
訓
に
は

「
モ
シ
」
と
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た

い

。

ま
た
国
㈹
㈲
㈲
は
、
あ
と
に
打
消
の
語
を
と
も
な

っ
て

「お
そ
ら
く
」
ま
た
は

「決
し
て
」
の
意
で
あ
る
が
、
「
お
そ
ら
く
」

の
意
に
解
す
れ
ば
推
量
、
「
決
し

て
」
の
意
に
解
す
れ
ば
強
意
の

「豈
」
と
し
て
用
い
た
と
推
測
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
奈
良
時
代
ま
で
は
反
語

・
疑
問

・
推
量

・
強
意
な
ど
に
用
い
ら
れ

て
い
た

「豈
」
に
漢
籍
中
に
反
語
と
し
て
の
用
例
が
多
い
こ
と
か
ら
か
、
「豈
"

反
語
」
と
い
う
固
定
観
念
が
い
つ
か
で
き
あ
が

っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が

い
つ
頃
か
と
い
う
想
定
は
困
難
で
あ
る
が
、

一
つ
の
試
み
と
し
て
平
安
時
代
を
代

表
す
る
二
つ
の
詩
文
集

『本
朝
文
粹
』
(
弘
仁
年
問

〈八

一
〇
1
八
二
四
〉
か
ら
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長
元
年
間

〈
一
〇
二
八
-

一
〇
三
七
〉
ま
で
の
詩
文
集
)
『本
朝
続
文
粹
』
(寛
仁

年
間

〈
一
〇

一
七
ー

一
〇
一
=

〉,
か
ら
保
延
年
間

〈
一
=
二
五
ー

一
一
四

一
〉
ま

で
の
詩
文
集
)
を
調
査
す
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
前
者
に
お
け
る

「豈
」

の
使
用
例

=

○
余
の
う
ち
反
語
以
外
に
用

い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
後
記
す
る

一
例
の
み
で
あ
り
、
後
者
に
は
そ
の

例
を
み
な

い
よ
う
で
あ
る
。
従

っ
て
こ
の
二
詩
文
集
を
み
る
か
ぎ
り
で
は

「豈
1ー

反
語
」
と

い
う
意
識
が
生
ま
れ
て
き
た
の
は
平
安
時
代
中
期
ご
ろ
か
ら
で
は
な
か

ろ
う
か
と

い
う
推
測
が
で
き
る
。

豈
死
生
道
殊
、
情
状
俄
変
、
将
古
今
年
久
、
神
意
遂
訛

(巻
三
、
三
善
清
行
、

立
神
祠
)

死
生
道
を
異
に
し
て
情
状
が
に
わ
か
に
変
化
し
た
の
か
、
ま

た
は
古
今
年
久
し

く
な
っ
て
神
意
も

つ
い
に
誤

っ
た
の
か
。
(
こ
れ
は
先
に
記
し
た

『文
選
』
鸚

鵡
賦
と
全
く
同
じ
形
を
と

っ
て
お
り
、
「将
」
は
選
択
疑
問
の
語
と
し
て

『本

朝
文
粹
』
に
も
用
例
が
あ
る
)。

そ
し
て
こ
の
頃
よ
り
こ
の
語
に
つ
い
て
の
理
解
の
混
乱
が
お
こ
り
は
じ
め
た
と

考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
わ
が
国
で
古
く
作
ら
れ
た
辞
書
で
は

「豈
」
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈

さ
れ
て
い
る
か
を
み
た
い

(音
に
関
す
る
部
分
を
除
く
)。

『世
尊
寺
本
字
鏡
』
(院
政
時
代
の
成
立
と
い
わ
れ
る
)

ヤ
ス
シ

ア
ニ

不
必
之
辞
也

作
凱
楽

一
日
欲
也

冀
也

其
也

『類
聚
名
義
抄
』
(観
智
院
本
、
十
二
世
紀
ご
ろ
成
立
か
)

山
ノ
ブ
モ
ト

ア
ニ

ヤ
ス
シ

,

『字
鏡
集
』

(寛
元
本
、

一
二
四
五
年
以
前
に
成
立
)

ヤ

マ
ノ
ブ
モ
ト

イ
カ
ン

ヤ
ス
シ

ネ
カ
フ

ア
ニ

モ
ト
モ

不
必
之
辞

也

作
凱
楽

,
一
日
欲
也

冀
也

其
也

『倭
玉
篇
』
(室
町
時
代
初
期
に
成

立
)

入
上

巻

)
ア

ニ

ヤ

ナ

ン

ソ

イ

ヅ

ク

ン

ソ

(
下
巻

)

ヤ

ス
シ

イ
ヅ

ク

ン

ソ

タ

ノ
シ

ム

ア

ニ

カ

ツ
テ

こ

の

四
書

か

ら

次

の

こ
と

が

わ

か

る
。

平

安

時

代

末

期

お

よ

び

鎌

倉

時

代

に
成

立

し

た

二
書

の
う

ち

に

は

、

反

語

と

し

て

の

「
ア

ニ
」

の
外

に
願

望

(
欲

,・
冀

)
と

強

意

(
其

)

の
語

と

し

て
も

あ

つ
か

っ
た

も

の
も

あ

り

、

特

に

『
字

鏡

集

』

に
は

疑

問

(
イ

カ

ン

)

の
意

の
あ

る

こ
と

も

入

れ

て

い

る
。

室

町

時

代

の

『
倭

玉

篇

』

に
な

る
と

、

反

語

と

し

て

の

「
ア

ニ
」

に

「
ヤ

」

を

呼

応

さ
せ

て
お

り

、

そ

の
よ

み
か

た

も

「
ナ

ン

ソ

・
イ

ヅ

ク

ン

ソ
」

と

増

加

し

て

い
る

が

、

願

望

・
強

意

・
疑

問

と

し

て

の
解

釈

は

な

く

な

っ
て

い
る

。

こ

の

こ
と

か

ら

こ

の
語

の
疑

問

・
強

意

・
疑

問

と

し

て

の
意

味

が

時

代

を

く

だ

る

に

つ
れ

て
辞

書

に
も

記

載

さ

れ

な

く

な

っ
て

い
く

こ
と

が

明

ら

か

に
な

る

。

な

お
、

室

町

時

代

中

期

の

『
温

故

知

新

書
』

『塵

芥

』

や

同

時

代

に
成

立

し

た

と

い
わ

れ

後

に

盛

行

し

た

『
節

用

集

』

な

ど

の
国

語

辞

書

の

「
豈

」

の
語

に

は

「
ア

ニ
」

と

傍

訓

が

付

さ

れ

て

い

る

の

み

で
あ

る
。

こ

の

「
ア

ニ
」

は

『
温

故

知

新

童
月
』
に

は

「
安

・
焉

」

と

の
注

が

あ

る

こ
と

か

ら

反

語

の
語

と

し

て
載

せ

た

と

考

え

ら

れ

る
。

こ

の
よ

う

に

日
常

使

用

さ

れ

る

『
節

用

集
』

に
反

語

と

し

て

の
意

味

し

か

の
ら

な

い

こ
と

に
よ

り

、

ま

す

ま

す

そ

れ

以

外

の
使

用

法

は

忘

れ

ら

れ

た

の

で
あ

ろ
う

。

四

む

す

び

わ
が
国
に
お
い
て

「豈
」
と

い
う
語
が
、
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
か

(ど
の
よ
う
な
意
味
を
も

つ
語
と
し
て
訓
ま
れ
て
き
た
か
)
を
み
る
こ
と
に
よ
っ

て
む
す
び
と
し
た
い
。

漢
籍
に
お

い
て
は
少
く
と
も
疑
問

・
推
量

・
反
語
お
よ
び
強
意

(願
望

・
詠

嘆
)
と
い
う
四
つ
の
意
味
を
も
つ
語
と
し
て
の

「豈
」
が
わ
が
国
に
入
っ
て
く
る

(30)



漢字とその訓の変遷についての一考察

と

「あ
に
」
ど
よ
ま
れ
、
や
は
り
四

つ
の
意
味
を
も
つ
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て

い
た
こ
と
は

『
日
本
書
紀
』
な
ど
に
よ

っ
て
判
明
す
る
。

し
か
し
こ
の
語
が
漢
籍
で
は
反
語
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら

「
豈

陛
反
語
」
と
い
う
理
解
に
な
り
、
疑
問

・
推
量
な
ど
と
い
う
用
い
方
は
ほ
と
ん
ど

か
え
り
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
わ
が
国
人
の
漢
文
に
も
そ
の
使
用
例
が
み

ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
平
安
時
代
中
期
の
頃
よ
り
だ
と
推
定
す
る
こ
と

も
で
き
よ
う
。

そ
し
て

「豈

(あ
に
)」
に
い
ろ
い
ろ
の
意
味
が
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
時
代

に
は
全
く
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
「豈

(あ
に
)」
が
反
語
と
し
て
し
か

理
解
さ
れ
な
く
な
り
、
し
か
も
他
の
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
に
も
読

み
方
だ
け
は

「あ
に
」
と
固
定
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
誤
解
が
お
こ
り
は
じ
め

た
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
来
有
し
て
い
る
種
々
の
意
味
の
う
ち
反
語
と
の
結
び

つ
き
が
強
く
な
る
に

つ

れ
て
、
そ
れ
以
外
の
用
い
方

へ
の
理
解
が
不
充
分
に
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ

り
、
少
く
と
も
江
戸
時
代
に
は
い
る
と

一
般
に
は
疑
問

・
推
量
な
ど
と
し
て
の
意

味
は
忘
れ
ら
れ
語
法
書
に
よ
っ
て
注
意
を
換
起
す
る
必
要
が
あ
る
語
と
な

っ
た
の

で
あ
る
。
、

一
方
、
語
法
書
に
は
疑
問

・
推
量

・
反
語
と
い
う

一
連
の
用
い
方
以
外
、
強
意

(
願
望

・
詠
嘆
)
に
つ
い
て
の
解
説
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い

(『広
益
助
語
辞
』

も
中
国
の
韻
書
を
ひ
く
の
み
で
あ
る
)。
こ
の
原
因
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、

他
に
反
語
の
な
か
に
詠
嘆
は
も
ち
ろ
ん
強
意
も
含
ま
せ

「
豈
」
を
す

べ
て
疑
問

・

推
量

・
反
語
と

い
う

一
連
の
も
の
と
し

て
み
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上

「豈
」
と
い
う
語
の
訓
み

(解
釈
)
の
変
遷
に
つ
い
て
み
る
と
、
い
く
つ

か
の
意
味
を
も

つ
語
と
し
て
、
訓
読
の
は
t
ま
り
頃
ま
で
は
当
時
の
口
語
と
あ
ま

り
違
い
の
な
い
こ
と
ば
で
自
由
ば

訓
ぎ
れ
て
い
た
に
ち
が

い
な
い
。
し
か
し
そ
の

固
定
化
に
よ
り
、
こ
と
ば
の
変
遷
に
つ
い
て
ゆ
け
ず
、
訓
読
法
で
は
正
し
く
取
意

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
も
で
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
訓
読
と
い
う
方
法
で
漢
籍
を
理
解
す
る
に
は
さ
け
が
は
い
こ
と
で
あ
る

が
注
意
す
べ
き

一
つ
の
問
題
で
あ
る
。

〈
注

〉

(
1

)
築

島

裕

『
平

安

時

代

の
漢

文

訓

読

語

に

つ
き

て

の

研

究

』

に

「
例

へ
ば

「
ア

ニ
」

は

、

上

代

で

は

、

否

定

で

結

ぶ

場

合

と

反

語

で
結

ぶ
場

合

と

が

あ

っ
た

が

、

平

安

時

代

に

は

す

べ
て

反

語

で

結

ぶ
場

合

ば

か
り

で
、

し
か

も

そ

れ

は

す

べ

て
訓

読

の
例

で

あ

り

…

…
L

と
あ

る

。

(
2

)
後

述

す

る

日

の
◎⇒

「
那

蒐

務

始

能

…

…

阿

珥

予

区

良

阿

羅

儒

」

の
阿

珥

、(
豈

)
に

つ
い

て
、

契

沖

は

そ

の
著

『
厚

顔
抄

』

に

「
豈

能

不
有

ナ

リ
、

二
人

ヲ
並

へ
置

給

ハ
ム
事

ハ
、

ア

ニ

ヨ
カ

ラ
ム

ヤ

、

ヨ

ク

モ

ア

ラ

ヌ
事

ナ

リ

ト

ナ

リ

、

此

阿

珥

ノ
詞

モ
、

今

ニ

ハ
叶

ピ

カ

タ

キ
歌

:
:
:
」

と

述

べ

て

い
る

。
・

(
3

)

日
本

古

典

文

学

大

系

『
田

本

書

紀
』

上

、

の
注

に

「
モ

シ

は
兼

方

本

・
兼

夏

本

の
古

訓

。
」

と

あ

り

、

『
和
訓

栞

』

「
あ

に

」

の
項

に

同

じ

例
文

を

ひ

い

て

「
モ

シ
」

と

訓

ん

で

い
る

。

〈主
な
使
用
テ
キ
ス
ト
〉

『史
記
』

会
注
考
証
本

『戦
国
策
』
『国
語
』
な
ど

四
部
叢
刊
本

『日
本
書
紀
』
『万
葉
集
』

古
典
文
学
大
系

(岩
波
)
本

江
戸
時
代

の
語
法
書

『漢
語
文
典
叢
書
』
(汲
古
書
院
)、
『勉
誠
社
文

庫
』
(勉
誠
社
)
所
載
の
も
の
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